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職員は町内在住を・ソニアの現状は
中学校一校（大崎）
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・町長行政報告－魅力と活力あるまちづくり………16Ｐ

名野川小学校最後の卒業式

地
域
と
共
に
127
年
、
名
小
休
校
に
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若
藤
敏
久
議
長
か
ら
議
長

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
投
票

に
よ
り
片
岡
政
徳
議
員
が
議

長
に
決
定
し
た
。

副
議
長
が
欠
け
た
の
で
、

副
議
長
を
投
票
で
行
い
、
若

藤
敏
久
議
員
が
副
議
長
に
決

定
し
た
。

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
野
村
　
安
夫

副
委
員
長
　
西
森
　
常
晴

委
　
　
員
　
坂
本
　
伝
一

〃

農
本
　
規
仁

〃

藤
野
　
格
昭

〃

若
藤
　
敏
久

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
西
森
　
久
雄

副
委
員
長
　
山
口
　
芳
正

委
　
　
員
　
藤
原
　
陽
三

〃

橋
本
　
眞
一

〃

岡
田
　
良
成

〃

片
岡
　
政
徳

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
藤
原
　
陽
三

副
委
員
長
　
農
本
　
規
仁

委
　
　
員
　
坂
本
　
伝
一

〃

西
森
　
久
雄

〃

野
村
　
安
夫

〃

藤
野
　
格
昭

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

委
員
長
　
藤
野
　
格
昭

副
委
員
長
　
山
口
　
芳
正

委
　
　
員
　
西
森
　
常
晴

〃

岡
田
　
良
成

〃

農
本
　
規
仁

以
上
の
よ
う
に
24
年
２
月

８
日
に
議
会
組
織
を
変
更
し
、

町
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し

た
。

議
会
人
と
し
て
も
う
一
度

身
を
引
き
締
め
議
会
の
原
則

で
あ
る
、
住
民
の
意
思
を
議

会
に
反
映
さ
せ
広
く
住
民
に

知
ら
せ
公
正
に
議
会
が
運
営

さ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。先

輩
議
長
た
ち
の
築
か
れ

た
町
民
の
立
場
に
立
ち
議
論

を
行
い
是
は
是
、
否
は
否
の

議
会
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

仁
淀
川
町
も
過
疎
高
齢

化
、
少
子
化
が
進
み
、
ま
た

学
校
の
再
編
、
本
庁
舎
の
建

設
、
災
害
、
特
に
南
海
地
震

へ
の
対
策
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

議長に片岡政徳氏

副議長に若藤敏久氏

執
行
部
、
議
会
、
住
民
が

協
力
し
合
い
こ
の
課
題
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

仁
淀
川
町
の
産
業
の
発

展
、
福
祉
の
向
上
、
自
然
豊

か
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
尽

力
い
た
し
ま
す
。

次
の
世
代
に
残
す
も
の

は
、
本
当
の
自
然
と
伝
統
文

化
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
長
の
職
責
を
重
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
得
て
職
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
議
場
で
の
あ
い
さ
つ
）

お
詫
び
と
訂
正

第
26
号
中
、
16
ペ
ー

ジ
の
議
員
研
修
報
告
で

「
職
員
9
人
」
は
「
議
員

10
人
」
の
誤
り
で
し
た
。

片岡政徳議長
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24年度一般会計当初予算

前年度比10.8％増 68億6千853万円

〔
歳
入
〕

新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
え
や
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
、
財
政
調

整
基
金
を
前
年
度
比
44
％
増
の
取
り
崩
し
を
行
い
、
歳
入
を
確

保
し
た
。

〔
歳
出
〕

「
自
然
と
共
生
し
た
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

方
針
と
し
、
五
つ
の
重
点
施
策
を
設
定
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
共
に
徹
底
し
た
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
経
費
を
削
減
し
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
を

編
成
し
た
。

町税（8％）  5億5千100万円�

地方交付税（45％）　�
31億円�

国県支出金（13％）�
8億8千200万円�

繰入金（9％）�
6億4千900万円�

地方債（17％）（借金）�
11億4千600万円�

その他（8％）  5億4千万円�

議会費（1％）  6千700万円�

総務費（16％）  �
　　10億8千600万円�

民生費（26％）�
17億9千600万円�
民生費（26％）�
17億9千600万円�

衛生費（6％）  4億600万円�

農林水産費（9％）  6億3千万円�
商工費（1％）  8千500万円�

労務費　2千100万円�

土木費（7％）�
4億4千800万円�

教育費（6％）�
4億3千300万円�

災害復旧費（2％）�
1億4千900万円�

消防費（5％）�
3億4千500万円�

公債費（14％）（借金の返済）�
9億5千万円�

諸費（6％）  4億3千700万円�

予備費　1千500万円�


